
1 月 7 日（火） 

わたしをどれだけ賛美し感謝しても、しすぎることはない。 

聖書にあるように、わたしは、わたしの民の賛美を住まいと

している。 

輝くばかりの美を目にしたときや、豊かな恵みを受けたとき、

あなたの心からごく自然に喜びがあふれ出て、わたしを賛美

する。 

またあるときは、もっと抑制のきいた控えめな調子で―意思

を働かせて―褒めたたえる。 

わたしはどちらのタイプの賛美をも、同じように住まいとし

ている。 

また、感謝もわたしのもとに近づく王道だ。 

感謝に満ちた心には、わたしを迎えるゆとりがたっぷりある。 

わたしの与える多くの喜びを感謝するとき、あなたはわたし

が神であることを、すべての恵みはわたしからあふれ出てい

ることを確信する。 

不運に見舞われてもなお、わたしに感謝するなら、至高の存

在であるわたしへの信頼は、目には見えない領域でのお手本



となる。 

あなたの人生の空き時間をくまなく賛美と感謝で埋めつく

しなさい。 

この喜びに満ちた習慣を自分に課すことは、あなたがわたし

と親密な関係を保ちながら生きていく助けとなるはずだ。 
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【新改訳 2017】 

詩篇 22:3（KJV）  

けれどもあなたは聖なる方御座に着いておられる方イスラ

エルの賛美です。 

詩篇 146:1  

ハレルヤ。わがたましいよ【主】をほめたたえよ。 

詩篇 146:2  

私は生きているかぎり【主】をほめたたえる。いのちのある

かぎり私の神にほめ歌を歌う。 

Ⅰテサロニケ 5:18  

すべてのことにおいて感謝しなさい。これが、キリスト・イ

エスにあって神があなたがたに望んでおられることです。 


